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担当課番号案内の
�
田 
�
保 の表記は 

�
田 …田無庁舎（南町５～６～１３）

�
保 …保谷庁舎（中町１～５～１）を表します

��������

　

中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等
共

済
制
度
は
、
昭
和　

年
４
月
に
田

４６

無
市
で
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
度
の
趣
旨
は
、
退
職
金
制
度

を
持
つ
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業

で
も
、
大
企
業
と
同
じ
よ
う
な
退

職
金
を
支
払
え
る
こ
と
で
、
従
業

員
の
雇
用
促
進
と
定
着
性
の
向
上

を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
企
業

が
安
定
し
た
労
働
力
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
企
業

の
繁
栄
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　

被
共
済
者
と
し
て
１
年
以
上
掛

金
を
納
付
し
た
方
が
退
職
す
る

と
、
基
準
に
よ
り
退
職
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
の
範
囲
を
超

え
た
場
合
、
被
共
済
者
が
事
業
主

ま
た
は
法
人
の
役
員
に
な
っ
た
場

合
等
に
も
、
解
約
一
時
金
と
し
て

退
職
一
時
金
相
当
額
の
手
当
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
福
祉
共
済
事
業

と
福
利
厚
生
事
業
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
２
つ
の
事
業
は
、
現
在
、

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
移
行
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
昭
和　

年
４
月

４６

に
掛
金
１
口
千
円
で
４
口
を
限
度

と
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
昭

和　

年
に
は
、
加
入
限
度
を　

口

５２

１０

に
増
や
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
制

度
の
独
立
性
を
確
立
す
る
た
め

に
、
昭
和　

年
に
市
か
ら
の
補
助

５３

金
を
停
止
し
、
昭
和　

年
に
特
別

５４

会
計
を
設
置
し
て
基
金
の
運
用
を

始
め
ま
し
た
。
ま
た
当
時
の
景
気

上
昇
に
伴
い
、昭
和　

年
、昭
和　

４９

５６

年
の
２
回
、給
付
額
の
改
定
を
行

っ
て
い
ま
す（
表
１
参
照
）。

　

制
度
発
足
当
時
は
、
高
度
成
長

期
の
も
と
、
高
い
運
用
利
回
り
に

よ
り
退
職
一
時
金
の
給
付
ベ
ー
ス

も
高
水
準
を
保
っ
て
い
ま
し
た

が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
低
金
利
の

影
響
を
受
け
て
財
政
運
営
は
徐
々

に
厳
し
い
状
況
に
な
り
、
平
成
５

年
度
か
ら
単
年
度
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
基
金
を
取
り
崩
す
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
金
利
上
昇
に
対
す
る

期
待
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、
中
小

企
業
従
業
員
退
職
金
等
共
済
制
度

運
営
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え

て
、
平
成　

年
４
月
に
制
度
の
改

１２

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
で
は
、
１
口
あ
た
り

の
掛
金
を
千
円
か
ら
千　

円
に
引

２００

き
上
げ
、
市
は
１
口
あ
た
り　

円
１００

の
補
助
金
を
再
開
す
る
こ
と
と

し
、
新
規
の
加
入
・
増
口
に
つ
い

て
は
、
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
退
職
一
時
金
を
引
き
下

げ
ま
し
た
が
、改
正
ま
で
の
加
入

期
間
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
給

付
水
準
で
計
算
さ
れ
、
新
し
い
給

付
水
準
は
、
そ
れ
以
降
の
加
入
期

間
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
特
別
会
計
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
が
、前
項
で
述
べ

ま
し
た
と
お
り
、制
度
改
正
後
も
引

き
続
き
、そ
の
財
政
運
営
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
で
す
（
表
２
参
照
）。

　

財
政
悪
化
の
要
因
と
し
て
は
、

先
に
述
べ
た
低
金
利
の
影
響
を
受

け
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
運
用
利
率

が
給
付
水
準
を
下
回
り
始
め
た
時

期
に
、
速
や
か
に
給
付
率
の
見
直

し
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
他

の
自
治
体
で
は
補
助
金
（
財
政
支

援
）
が
制
度
発
足
よ
り
継
続
的
に

あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
制
度
で

は
、
昭
和　

年
度
に
こ
の
補
助
金

５３

を
廃
止
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

基
金
残
高
は
、表
３
の
と
お
り
、

平
成　

年
８
月
末
現
在
で
約
１
億

１３

７
千
万
円
で
す
が
、仮
に
今
す
べ

て
の
加
入
者
が
退
職
し
ま
す
と
、

約
９
億
５
千
万
円
必
要
と
な
り
、

約
７
億
８
千
万
円
の
不
足
を
生
じ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、平

成　

年
改
正
時
の
不
足
額
と
ほ
ぼ

１２
同
じ
く
ら
い
の
規
模
で
す
。

　

市
で
は
、
定
期
的
な
制
度
の
見

直
し
を
３
年
ご
と
に
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
、
平
成　

年
度
が
そ
の

１５

年
に
あ
た
る
た
め
、
平
成　

年
度

１３

か
ら　

年
度
に
か
け
て
今
後
の
方

１４

向
性
を
検
討
し
ま
す
。

表１　３０年後の１口あたりの掛け金総額と給付額の計算例（単位：円）

給付水準運用利率給付額掛け金総額改定年

約７．１％
基金運用なし

１，５２７，８００３６０，０００昭和46年改定

約７．５％１，６３２，０００３６０，０００昭和49年改定

約７．６％７．６％１，６５０，０００３６０，０００昭和56年改定

約０．１％０．２％５０３，９８０４３２，０００平成12年改定

表２　年間収支と基金残高 ��������������� （単位：円）

基 金 残 高年 間 収 支支 出 額収 入 額人数年　度

４４１，１９０，０００３５，５１０，７１０４３，５９９，２９０７９，１１０，０００８２３平成３年度

４１９，３３７，０００△１２，５５１，８５０７２，５５０，８５０５９，９９９，０００７５８平成６年度

３５９，６８７，０００△２５，８８７，７９０８１，６２８，７９０５５，７４１，０００７４８平成９年度

２０６，５７０，０００△４２，３６０，４４３９６，９４７，８２０５４，５８７，３７７６０２平成１２年度

表３　全員が一時期に退職すると仮

　定した場合（平成１３年８月末現在）

５６１人人　　　数

１７５，２７０，０００円現 在 基 金 残 高

９５７，２４２，０８３円退職金の試算総額

７８１，９７２，０８３円不　足　額
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制
度
の
概
要

　廃棄物の減量とリサイクル推進を図るべく施策のあり方
として提言をいただくため、西東京市廃棄物減量等推進審
議会が設置されました。
　今回は、合併に伴うごみ収集方法の統一や一般廃棄物処
理基本計画の策定、（仮称）リサイクルプラザ構想に伴う施
設内容等について、審議するものです。

◆ごみ減量推進課（�保 �内線２２２４）

住　所性別氏　　名
選
出
区
分

住　所性別氏　　名
選
出
区
分

住吉町男鈴木    　 稔夫 
すずき としお

学
識
経
験

住吉町男池田    　 秀昭 
いけだ ひであき

◎

学　
　

識　
　

経　
　

験

田無町男高崎    　 三成 
たかさき みつなり

千代田区女杉山    　 涼子 
すぎやま りょうこ

新町男村田    　 幸三 
むらた こうぞう

谷戸町女瀧澤    　 滋子 
たきざわ しげこ

芝久保町男細井    　 邦夫 
ほそい くにお

南町女須田    　 紀恵 
すだ のりえ

ひばりが丘男永井    　 貞夫 
ながい さだお

〇
市
民
公
募

泉町女篠原    　 美智子 
しのはら みちこ

西原町男五十島     　 統一 
いそじま とういち

富士町女堀越    　 美津江 
ほりこし みつえ

新町女石渡戸     　真由  美     
いしわたりと まゆみ

東村山市男紺野    　 武郎 
こんの たけろう

◎…会長　〇…副会長泉町男榎本    　
えのもと

 淳一 
じゅんいち

任期：９月２６日から２年間

制
度
の
経
過

制
度
の
財
政
状
況

審議会のご案内

　廃棄物減量等推進審議会

産
業
振
興
課
（
�田
 
�
内
線　

）
1441

住　　所性別氏　　名構　　成

緑町男 村山 　 健司 
むらやま けんじ

学識経験者
田無町男 斉藤 　 英彦 

さいとう ひでひこ

府中市男 成澤 　
なりさわ

 茂 
しげる

新町男 岩崎 　 慊 
いわさき けん

（
会　
　

社
）

西原町男 並木 　 茂雄 
なみき しげお

共済契約者
田無町男 浦野 　 利一 

うらの としかず

芝久保町男 豊田 　 孝夫 
とよだ たかお

被共済者
田無町男 石井 　 健介 

いしい けんすけ

田無町男 小西 　 嗣朗 
こにし しろう

商工会代表者

南町男 高市 　 義雄 
たかいち よしお

商工会事務局

任期：１０月１日から２年間

　

こ
の
制
度
の
今
後
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
各
分
野
に
お
い
て
、
よ
り

専
門
的
な
知
識
が
あ
る
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
今
ま
で
述
べ
て

き
た
こ
の
制
度
の
現
状
を
再
検
討
し
、
今
後
の
方
向
性
な
ど
を
審
議
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
市
長
の
諮
問
に
よ
り
、
数
回
に
わ
た
る
運
営
審
議

会
を
開
き
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
運
営
審
議
会
は
、
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。

▽
と
き　
　

月　

日
（
木
）
午
前　

時
か
ら

１０

２５

１０

▽
と
こ
ろ　

田
無
庁
舎
議
会
棟
４
階
第
１
委
員
会
室

　

中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等
共
済
運
営
審
議
会
の
開
催

担当課（内線）傍聴人数議　　題と　こ　ろと　　　き会  議  名

社会教育課
（２７１１）１０人完全学校週５日制

について
保谷庁舎３階教育委員会
会議室

１０月１６日（火）
午後３時～５時

社会教育委員
の会議

企画課
（１１２０）５人健全な財政運営、事

務事業の見直し
１０月１６日・２３日・３０日（火）田無庁舎３階庁議室
午前９時３０分～正午

行財政改革推
進委員会

ごみ減量推
進課（２２２０）５人ごみ・資源収集方法

の統一についてほ
か

１０月１７日（水）・保谷庁舎６階防災センター講
座室、３１日（水）・保谷庁舎４階Ａ・Ｂ会議室
午後２時～４時

廃棄物減量等
推進審議会

企画課（１１１１）
環境保全課
(２２０２）

１０人協定書の締結ほ
か

１０月１７日（水）・保谷庁舎６階防災センター講
座室（部会合同）、３０日（火）・田無庁舎２階２０２・
２０３会議室（市民部会）午後７時～９時

まちづくり市
民会議 １０人条例案の作成

公園緑地課
（２４３２）１０人合併記念公園整備

施設の検討
イングビル３階（田無庁
舎隣り）第３・第４会議室

１０月１８日・２５日（木）
午後６時３０分～９時

（仮称）合併記念
公園整備懇談会

生活文化課
（１４２０）

制限
なし

紙面の割り付け、取
材記事の検討

１０月２１日（日）午前１０時から、２６日（金）・３１日
（水）午後７時から　田無庁舎１階１０２会議室

男女平等参画推進
情報誌編集委員会

子育て支援
課（１５２１）５人委員の委嘱、会議の

運営方法ほ
か

イングビル３階（田無庁
舎隣り）第３会議室

１０月２２日（月）
午後２時～４時

青少年問題協
議会

教育庶務課
（２６１１）１０人未定スポーツセンター会議室１０月２３日（火）

午後２時３０分から教育委員会

子育て支援
課（１５２１）１０人市民意識調査項目

の検討ほ
か

田無庁舎５階５０３会議室１０月２５日（木）
午後１時１５分～３時

子ども福祉審
議会

企画課
（１１２２）不可タウンウォッチン

グ市内１０月２５日（木）
午後１時３０分～３時

総合計画策定
審議会

中央図書館
（１６７１）１０人委員の自主活動事

業について田無公民館３階会議室１０月２５日（木）
午後３時～５時図書館協議会

介護保険課
（２３２２）１５人各種調査について田無庁舎議会棟４階第３

委員会室
１０月２６日（金）
午後１時～３時

介護保険運営
協議会

都市計画課
（2411）１０人保谷都市計画高度地

区の変更更ほ
か

田無庁舎議会棟４階第１
委員会室

１０月３０日（火）
午前１０時から

都市計画審議
会

　１０月後半に開催される審議会等についてお知らせします。会
議の日程・議題等は、変更となる場合がありますので、傍聴を希
望する方は、あらかじめ担当課へお問い合わせください。会議
開催予定は、市報のほか、西東京市ホームページ、両庁舎入口の
掲示板でお知らせしています。　◆広報広聴課（�田 �内線１１４１）

審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等審議会等
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